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西日本火山研究の一環として火山岩の化学分析

値のデータペース作 りを目指 している.現 在利用

できる地球化学データベースのレビューを行い,

既存のデータベースがどの程度,利 用できるか調

ぺてみた.次 に今後の研究にはどのようなデータ

ベースが必要かを考えてみた.プ ロジェクトの目

的によって必要とされるデータベースの内容は異

なってくるが,将 来他のプロジェクトでも利用す

ることを考えれば,火 山岩の化学分析値だけでな

く,地 質学,紀 載岩石学などの情報も必要になっ

てくる.近 年の野外調査や顕微鏡観察ではふっう

に画像データが取 り扱われてお り,画 像データを

組み込んだデータベース作りが必要である.

1.は じ め に

筆 者 らは 西 南 日本 の 火 山 の畏 期 的 活 動 予 測 に役

立 て るた め に,新 生 代 に 噴 出 した 火 山 岩 の 地 球 化

学 デ ー タの コンパ イル に 取 り組 ん で い る.西 南 日

本 の 火 山 活 動 は フ ィ リピ ン海 プ レー トの 沈 み 込 み

に 伴 った も の と,そ れ と は 無 関 係 な もの に大 別 で

き る(NakadaandKamata,1991;KamataandKo-

dama,1999;Mahonyetal.,2011).沈 み 込 み の 影 響

の度 合 い を 数値 化 し て調 べ るた め に,地 球 化 学 的

デ ー タペ ー ス を 利 用 し,研 究 の 目的 に応 じた も の

を新 た に 作 る こ とは 重 要 で あ る.沈 み 込 み 成 分 と

してSr,K.Rb,Baな ど が あ る が,そ れ に加 え て,

Bに 着 目 して お り,現 在,筆 者 ら は ホ ウ素 マ ッピ

ング を 試 み て い る(Miyoshietal.,2008;Miyoshiet

at.,asia).こ の 目的 に 必 要 な デ ー タペ ー ス は こ

れ ら の 元 素 だ け を 含 ん で お れ ば 良 い か と い う と,

そ う とは 限 ら な い。 風 化,変 質 な ど の 影 響,そ の

分 析 デ ー タの信 頼 性 を チ ェ ッ クす るた め に は,一

連 の 元 素 の挙 動 が 整 合 的 で あ るか ど うか を 見 る必

要 も 出 る し.起 源 物 質 の 組 成 を 議 論 す る た め には

分 化 の影 響 を 取 り去 らね ば な ら な い.全 て の 分 析

値 が 含 まれ て い な け れ ば,こ れ ら の 作 業 は で き

な い.

抄 論 で は(1)現 在 公 開 さ れ て い る 地 球 化 学 的

デ ー タベ ー スで 西 南 日本 の 火 山 デ ー タが ど の程 度

取 得 で き るか 検 討 し,(2)既 存 の デ ー タベ ー ス 構 造





かる．

3．地球化学データベース:GEOROC,

PetDB

GEOROC(http://georoc.mpch-mainz.gwdg.de/

georoc/)はドイツのマックス・ブランク研究所，

化学部門のB.Sarbas博士らが管理する地球化学

データベースで50万個以上の海底および陸上の

火成岩,構成鉱物，包有物の分析値を集めており，

出典である1万以上の出版論文の文献の情報を得

ることができる．

西南日本の火山岩分析値を多く出版されている

永尾隆志博士の文献や分析値がどれだけ収納され

ているかを見てみよう．BibliographicQueryで著

者名=NAGAOTAKASHIを選ぶと.22編の文献

リストが出てくる．国際誌が網羅されているのは

もちろんであるが，日本の雑誌はどの程度含まれ

ているだろうか．文献名をチェックすると，岩

鉱，地質学雑誌．地質学論集があり．大学の紀要

に関しても北海道大学の紀要が含まれている．し

かし山口大学の機器分析センター報告（例えば，

永尾･他..1998;1999a)は載っていないし，記念

論文集（例えば，永尾・他．1992）も含まれない

ので，永尾氏の分析データの多くが欠落している

ことになる．

分析値データの構造をみるために，永尾・他

(1999b;GEOROC-ID6614)を選んでContinueをク

リックしてみた．この後，サンプルや分析元素を

絞り込むことも可能であるが全部を選択してみ

た.GeoRockではサンプルの検索基準を過ってや

り直そうとしても一つ前のステップに戻れない．

最初からやり直さなければならないので注意が必

要である．結果をダウンロードするのにSTAN-

DARADOUTPUTを選び．試料情報を全て選んで

(Checkall).ダウンロードした(DownloadNowを

選択．DownloadthetableforEXCELをクリック)．

データはエクセル(R)で閲覧可能である．分析

値の他，文献に緯度，経度，年代，産状，岩石タ

イプ，試料の種類などの記載があれば，それらの

情報も含まれている．
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PetDB(http://www.petdb.org).SedDB(http://

www.seddb.org)は海洋底の岩石および堆積物の

データベースである．コロンビア大学ラモント・

ドーテイー地球科学研究所のGEsmay氏.A.Jo-

hansson氏.K､A・Lehnert博士が管理．運営してい

る．南海トラフの玄武岩を検索してみた．▽

Data-SearchPetDBでRcoktypeを選択し.Igne-

ous:volcanic:mafic-BASALTを選んで,Applyを

クリックする．このような検索はかなり時間がか

かるので勧めないが，世界中に37759の該当試料

があることがわかる.ByLatitude/Longitudeを選

び，地図上でで南海トラフの領域を十分カバーす

る長方形の領域を表示し.Applyをクリックする

と567試料が検索にかかった．領域を広めに取っ

ているので伊豆一マリアナ弧およびその背弧の試

料が多く含まれている．検索結果の緯度経度を検

討すると，南海トラフの玄武岩はWoodaaﾉ．

(1980),Marchefaﾉ.(1980)の報告値が該当して

いる.View/PickSamplesのボタンで試料のリスト

が得られる．文献名，変質の度合い，試料採集方

法（ボーリング・コア，ドレッジ，潜水艇，火山

島試料)，緯度，経度，深度などの傭報が表示され

る．分析値は試料番号をクリックすれば表示で

きる．

4．地球化学データベース:NAVDAT,

GEOKEM

AVDAT(http://www.navdat.org/)はTheWestern

NorthAmericanVolcanicandIntrusiveRockData-

baseというサブタイトルが示すとおり．北米西部

の火山岩．深成岩，64985試料，110万個以上の分

析値，1874の文献を集めている.J.D・恥Iker.A.

F.Glazner.GL・Farmer.R・W.Carlson.L・Ferrari

の5氏によって管理，運営されている．アメリカ

合衆国のデータが主で,カナダ，メキシコのデー

タも一部加わっている．様々な検索オプション

があるが.EarthChemで検討したように，火山名．

火山地域名による検索はあまり機能しない．この

データベースの優れた点は，データの検索結果を

地図上やハーカー図上(SiOa重量％に対して他の








